
 

 

取扱説明書 

Fingerprint Application Suite V4.5 

本製品をご使用になる前に、本書をよくお読みください。 

また、お手元に置き、いつでも参照できるようにしておいてください。 

 
No.338-7, Wunlin Rd., Shihlin District, Taipei City 11163, Taiwan (R.O.C.)  Tel：+886-2-2888-3188 Fax：+886-2-8861-3338 
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製品紹介 

この度は、本指紋認証アプリケーションをご使用いただき、まことにありがとうございます。近年、コン

ピューターを使用する機会が増え、また、コンピューター内に重要データを保存する事が多くなり、セキュ

リティ上の問題に頭を痛める事も多くなりました。現在、数多くのファイル保護方法がありますが、その中

でも、「指紋認証」は、お客様（ユーザー）のファイル及びコンピューターを最もご満足いただける形で保

護する方法です。本製品を利用し、「指紋」の特異性や利便性を利用する事で、ユーザー個人データを安全

に保護していただけます。 

ユーザーの重要データは「指紋」及び指紋により生成された「シークレットキー」によって保護されます。

「シークレットキー」は 24 組の数字からなるもので、指紋登録完了後、システムが自動的に「シークレット

キー」を生成し、ファイルを保護します。「シークレットキー」はユーザーデータフォルダ内を安全に保ち、

ユーザーデータフォルダ内で暗号化規制やファイル保護を行います。 

コンピューターは人々に便利な生活をもたらします。我々は本製品を使用することでユーザーがより安心

してコンピューターを使用していただければと願っております。 

 

ユーザーデータファイル 

 ソフトウェアをインストールし、指紋登録完了後、“ユーザーデータフォルダ＂を生成します。ユーザー

フォルダには指紋特徴データ、シークレットキー、アプリケーション保護の設定データが保存されます。 

現在のユーザーデータファイルは必ずバックアップしてください。インストールするたびに新しいシーク

レットキーとユーザーデータファイル（詳しくは“セットアップ方法＂を参照して下さい）が生成される為、

もし、以前のユーザーデータファイルを復元することができなかった場合、以前暗号化したファイルを復号

化できなくなります。復元処理は新しいシークレットキーで行う事はできません。2種類のシークレットキ

ーで保護されている為、復元には 2種類のシークレットキーが必要になります。 

ｈｊｈｊ 

 

注意 

本ソフトウェアはアカウントパスワードを安全に使用していただき、保護するもので、アカウントパスワ

ードが盗用された時はデータへアクセスされる可能性があります。 
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システム要件 

ハードウェア：USBインターフェイスを搭載したコンピューター（DOS/V, Mac） 

OS：Microsoft Windows XP・Windows 2000（推奨） 

CPU：Pentium III 700 MHz 以上の CPU（推奨） 

メモリ：128MB 以上メモリ (推奨) 

ブラウザ: Internet Explorer 5.0 以上のブラウザ（推奨） 

ディスプレイ：VGA 解像度 800x600 以上 

   （推奨：1024x768・スモールフォント・トゥルーカラー） 

セットアップ方法 

インストール方法 

まず、指紋認証デバイスをUSBに接続します。セキュリティ向上の為、インストール前に御使用中のコン

ピューターのパスワードが設定されていることをご確認下さい。 

 

1. 指紋デバイスによる付属の CD をコンピ

ュータのディスクに挿入すると、自動的

にインストールされます。（インストー

ル さ れ な い 場 合 は CD-ROM 内 の

SETUP.EXE を実行してください。）イン

ストールし続ける場合に、「次へ」をク

リックして；インストールをキャンセル

する場合に、「キャンセル」をクリック

してください。（図面にあるXXXXXは製

品の番号を示す） 
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2. 使用許諾契約書が表示されますので、使

用許諾契約書を読んで下さい。インストール

を続ける場合は[同意する]を選択して[次へ]

をクリックします。 

 

 

 

3. ユーザー名・会社名・シリアルナンバーを

入力して[次へ]をクリックして下さい。 
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4. インストール先のフォルダを決定します。

通常インストールの場合には[次へ]をクリッ

クしてください。（インストール先のフォル

ダを変更する場合は[参照]をクリックしてイ

ンストール先のフォルダを設定してくださ

い。設定後[次へ]をクリックして下さい） 

 

  

5. インストールが終了すると初回設定ウィ

ザードの画面が表示されます 

[次へ]をクリックして初回設定ウィザードを

開始します 

 

 

XXXX 
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6. 初回設定ウィザードには、ユーザーによ

って 2種類の設定があります。 

z 初めてお使いの方は、[新規ユーザーデ

ータを作成─新規ユーザー]を選択し

て[次へ]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

  

 

z 以前御使用の方でバックアップデータ

を使用する場合は[以前バックアップし

たユーザーデータを使用します。─バッ

クアップ位置は登録済みです。]を選択

して[次へ]をクリックしてください。 

 

 

 

 

注意 

異なっているアカウントを有するユーザーはそれぞれ“初回設定ウィザード＂を実行した後、本製品の全

機能を使用できる。 



 

 

8 

User Manual 

7. 使用しているコンピューターのパスワー

ドを入力し、“パスワードの確認＂に再度コ

ンピューターのパスワードを入力してくだ

さい。（セキュリティ確保の為、コンピュー

ターのパスワードが設定されている事を確

認してください。）パスワードが一致しない

場合、指紋登録を行うことができません。 

 

 

 

8. 以下は [新規ユーザーデータを作成─新

規ユーザー] の操作例です。青く点滅してい

る指を選択し、指紋登録を行います。指紋登

録は 10 本の指すべて連続して行うことがで

きます。 

ユーザーは必ず自分の指紋データを登録し

てください。登録した指紋は本ソフトウェア

を使用する時にも必要となります。また、“シ

ステム設定＂から“指紋の再設定/削除/新規

設定＂を行うことができます。（詳しくは＂

システム設定“を参照して下さい） 
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9.シークレットキー登録した指紋及びファ

イルを保護するためにシークレットキー

を設定します。（詳しくは“製品案内＂

を参照して下さい） 

ファイルのバックアップ先を選択しま

す。通常は(C:\Documents and 

Settings\ Administrator\My Documents\My 

Fingerprint)中に*.dat ファイルとして保存

されます（*はユーザー設定名称）ので、

通常設定でよければ[次へ]をクリックし

てください。 

任意のフォルダへ設定したい場合は[参

照]をクリックして、保存先を選択するこ

とができます。保存先を選択したら、[次

へ]をクリックしてください。 

 

“バックアップ成功“が表示されたら、

[OK]をクリックしてください。 

    もし、バックアップファイルと同じ名

前のファイルが存在している場合は、“*

は既に存在します。上書きしますか？＂（*

は上で設定したシークレットキーファイ

ル）と表示されるので、上書きする場合は

[はい]をクリックしてください。 

バックアップユーザデータファイル

の用意：再インストールを行う時、バック

アップの復元を行う場合は、再度指紋登録

をしなくても暗号化されたファイルの操

作を行う事ができます。 
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10. 初回設定ウィザードが終了しましたら

[終了]をクリックして下さい。 

 

 

 

 

   

11. インストールが終了しました。コンピュ

ーターを再起動することでセットアップが

完了します。 [今すぐ再起動します。]を選

択して[終了]をクリックしてください。 
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アンインストール方法 

操作方法 

1. アンインインストールを行うには、3種類

の方法があります。 

a. “スタート＂→＂すべてのプログラム＂

→＂Fingerprint Application Suite＂→XXXX＂

→＂システム＂→＂アンインストール＂を

クリックして下さい。 

b. タスクトレイでの アイコン をマウス

の左/右ボタンをクリックして→”システム”

→”アンインストール”をクリックして下さ

い。 

c. “コントロールパネル＂を開いて＂プロ

グラムの追加と削除＂を実行し、＂XXXX ＂

を選択し[変更と削除]をクリックしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

  

2. アンインストール前に本人確認を行いま

す。指紋を登録して、又はユーザー名とパス

ワードを入力してください。 本人確認され

た後、アンインストールを実行する。 
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3. アンインストールの画面が現れる。 

 

 

 

4. [アンインストール実行]と[全ユーーザー

データを削除します。]の 2 種類の選択肢が

表示されます。 

[アンインストール実行]を選択：ソフトウェ

アのみアンインストールし、ユーザーデータ

は残します。同じユーザーが再度ソフトウェ

ア使用する場合に[バックアップデータを使

用する]を選択する事で、以前バックアップ

しておいたデータを使用することができま

す。（詳しくは“インストール＂を参照して

下さい） 

 

 

[全ユーザーデータを削除します。]：ソフトウェア及びユーザーデータを削除します。次回再インストー

ル時にバックアップデータ以外のデータを使用することはできません。 

 全てのユーザーデータをアンインストール：プログラム及びユーザーデータを削除します。再インスト

ール時、現ユーザーのバックアップファイルを復元する事以外に、暗号化ファイルの閲覧・編集を行う事

ができません。 

 

 

注意 

アンインストール前、ユーザーバックアップデータを削除します。現在のユーザーデータフォルダをバ

ックアップしてください。バックアップデータが無い場合は、保護ファイルを復号化できません。 
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5. アンインストールが終了しました。 

コンピューターを再起動することでセット

アップが完了します。 [今すぐ再起動しま

す。]を選択して[終了]をクリックしてくださ

い。 
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使用説明 

はじめに 

操作方法 

1. インストールを終了しコンピューターを再起動することでインストールが完了し、指紋認証機能を使用す

ることができます。 

以下はシステム設定、バックアップ、復元、シークレットキー、ファイル保護、アプリケーション保護、指

紋認証ホットキー、ファイル保護検索及びタスクトレイの操作方法を説明します。 

 

 

 

注意 

もし、あなたがインストールをしたユーザーと同一人物でない場合、初回設定ウィザードを完了して下さ

い。初回設定ウィザードにて新規指紋登録完了後、各種機能を使用することができます。(インストール

の 5-10 を参照してください) 
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システム設定 

システム設定について：指紋管理、一般設定、指紋管理、コンピューター保護管理、指紋認証ショートカッ

ト、シークレットキー管理、アプリケーション保護管理機能があります。 

 

操作説明 

1. システム設定を行うには 2種類の方法が

あります。 

a.  “スタート＂→＂すべてのプログラ

ム ＂ → ＂ Finger Application Suite＂

→＂XXXX＂→＂システム＂→“シス

テム設定＂をクリックしてください。 

b.  タスクトレイでの  アイコン をマ

ウスの左/右ボタンをクリックして、”

システム”→”システム設定”をクリック

してください。 
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指紋管理 

指紋管理設定では、新規指紋データ登録や指紋データの削除を行うことができます。 

指紋データの登録 

操作方法 

マウスのカーソルを指先へ合わせると、選択

した指が緑色になります。選択した指と同じ

指を使用し、指紋登録を行ってください。（詳

しくは＂指紋登録方法＂を参照して下さい）

最善な指紋の特徴を読取った後、指紋データ

の登録が完了する。 

指紋データの登録が 10 本の指すべてを連続

して登録することができます。 

 

 

 

指紋データの削除 

1. マウスのカーソルを削除したい指（指紋デ

ータ登録済）上へあわせて、 アイコンが

現れて、そして、当該指をクリックし、指紋

データを削除できる。連続で削除することも

可能ですが、少なくとも 1個の指紋データを

残しておいてください。 

 

 

注意 

1. コンピューターのセキュリティ確保のため、少なくとも一つの指紋データを登録することが必要で

す。 

2. 画面にある“指紋取読みの教学＂ ボタンをクリックして指紋取読み装置の使い方法を学べます。
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一般設定 

一般設定の機能：パスワードによる本人確認、指紋認証時に使用する指紋データ及びタスクトレイについて 

操作方法： 

1. 一般設定画面で設定できる設定説明： 

z パスワードによる本人確認：この設定を

有効にすると、コンピューターのログイ

ン時に指紋とパスワードの両方で認証

を行う事ができます。ただし、ログイン

後、指紋認証機能を利用する時には、パ

スワードは使用できず、指紋のみの本人

確認となります。 

z 本人確認時に使用する登録済指紋デー

タ：この設定を有効にすると、本人確認

画面上で読込まれた指紋データが登録

されているものであるかどうかを表示

することができます。 

z タスクトレイへの表示：この設定を有効

にすると、画面右下のタスクトレイ内へ

アイコン表示されます。 

 

 

 

 

注意 

もし、パスワードによる本人確認を選択しなかった場合、本人確認時には指紋認証しかできないため、

ログイン時、入力欄は入力不可能になります。 
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コンピューター保護管理 

コンピューター保護管理は、ユーザーがコンピューターのそばを離れる時、勝手に使用されないようにする

機能です。コンピューター保護管理機能には 1.ログイン保護 2.ロック保護 3.スクリーンセーバー保護の 3種

類があります。（詳しくは“コンピューター保護＂を参照して下さい。） 

操作方法 

“コンピューターアカウントパスワード＂

欄内にコンピューターにログインする時に

使用するパスワードを入力してください。パ

スワード入力ミスを無くす為に＂パスワー

ドの確認＂に再度ログインパスワードを入

力してください。もし、入力したパスワード

とコンピュータログイン時のパスワードが

一致しない場合はコンピューター保護を行

うことができません。 
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ID／パスワード管理 

ID／パスワード管理では、ID／パスワードデータの管理及び編集、ホットキー設定を行う事ができます。パ

スワードバンクではアプリケーションやウェブページの ID やパスワードを管理する事ができます。（詳しく

は“パスワードバンク＂を参照して下さい） 

操作方法 

1.ID／パスワード管理：パスワード削除、名

前の変更及びパスワードの編集を行うこ

とができます。管理項目名の上でマウスを

左/右クリックするとメニューリストが現

れます。 [削除][名前の変更][内容]の中か

ら目的の処理を選択してください。 

該当ページでホットキー（Ctrl+Alt+Z）を

押すと設定した電子メールアドレスやパ

スワードが自動で入力されます。

（ Ctrl+Alt+Z キーボードの組合せは選択

変更できます） 
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アプリケーション保護管理 

アプリケーション保護管理を使用すると、他の人に使用されたくないアプリケーションを保護することがで

きます。 

アプリケーション保護の設定 

操作方法 

1.まず、保護したいアプリケーションを開き

ます。（例：Microsoft® Media Player） 

 

  

2.マウスのカーソルを アイコンの上に合

わせます。 
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3.アイコン をアプリケーション保護設定

窓へドラッグします。 

 

 

 

4.マウスを放すとコンピューターからビー

プ音が流れ、保護したいアプリケーションが

表示されますので選択して、[OK]をクリック

して下さい。 
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アプリケーション保護の解除、削除 

ここではアプリケーション保護管理解除、保護設定、保護設定削除を行います。 

操作方法 

1. アプリケーション管理にマウスのカーソ

ルを合わせ右クリックすると以下のメニ

ューが現れます。目的の処理を選択して

ください。 

削除：保護設定を削除します。リストか

ら完全に削除します。 

保護設定解除：アプリケーション保護設

定を解除します。（この設定はリストの

中には残ります） 

保護設定：リスト内にある以前解除した保

護設定を有効にします。 
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バックアップ 

前のユーザーデータファイルをバックアップする。ユーザーデータファイルをバックアップする目的は、本

プログラムを再インストールする場合、再び指紋データの登録をする必要がなくて、元の暗号化したファイ

ルを開くことができる。 

操作方法 

1. バックアップの位置を指定して、バック

アップの資料は少なくとも登録した指紋

データを含んで、他のエクスポート項目も

自由に使われて、確認した後【バックアッ

プ】をクリックしてもよいです。 
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復元 

以前バックアップしたデータを再度利用することができます。この際、再度指紋認証を行わず、各機能を使

用できます。 

1.  “スタート＂→＂すべてのプログラ

ム＂→＂ Finger Application Suite＂

→＂XXXX＂→＂システム＂→“ユーザー

データの復元“を実行します。 
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パスワードバンク 

ID/パスワードを一括管理し、ウェブ上の様々なサイトやアプリケーションで利用できます。（以下の説明は

ウェブページでの例示及びネットワークのディスク機での例示である） 

パスワードバンクの設定 

ウェブの設定 

操作方法 

1. まず、ユーザーはウェブページのパスワ

ードの入力欄に正しい指紋或いはデバイス

のパスワードを入力して、送信ボタンをクリ

ックして、この時本人確認表示の画面が現れ

て、この指紋でこのアカウント、パスワード

を設定するかしないかという画面が出てく

る。「いえ」をクリックしたら、直接このウ

ェブページにログインして、いかなる資料を

パスワードバンクに設定させない。 

 

 

2.「はい」をクリックしたら、本人確認表示

の画面が現れて、正しい指紋或いはデバイス

のパスワードを入力した後、パスワードバン

クの画面が現れて、登録されたウェブページ

の名称及びその内容をリストして、「登録」

をクリックして保存成功の提示が現れて、そ

の時、このデータがユーザーのパスワードバ

ンクに保存された。 

 

 

 

3. 今度指紋で登録したウェブページにログ

インしたい場合、マウスのカーソルをそのウ

ェブページのパスワードの入力欄に移動さ

せて、本人確認画面が自動的に現れて、正し

い指紋或いはデバイスのパスワードを入力

した後、自動的に当該ウェブページにログイ

ンできる。  
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4. 本人確認後、下記のような設定画面がポ

ップアップする。ユーザーは保存する ID/パ

スワードを選択できる（チェックボックスを

クリックすることで選択取り又は消しが可

能です） 

 

 

 

 

注意 

1.  ソフトウェア或いはネットワークはこの機能を支援しない。 

2. 提示画面をポップアップさせないように“今度は提示しない＂をクリックしてもよいです。 
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他のパスワードバンクの設定方法 

一部のソフトウェアはこの機能を支援しないため、設定したホットキーを使ってください。（以下の説明は

ネットワークのディスク機での例示である） 

操作方法 

1.パスワードの入力欄に正しいユーザ名、パ

スワードを入力して、設定したホットキー

（既定は Ctrl+Alt+Z）を押した後、本人確認

の画面がポップアップする（ユーザーがホッ

トキーを設定できて、ホットキーの設定方法

は取扱説明書の“パスワード管理＂を参照

してください。） 

 

2. 本人確認後、下記のような設定画面が現

れる。ユーザーは保存する ID/パスワードを

選択できる。（チェックボックスをクリック

することで選択取り又は消しが可能です） 

 

3. 同じなサーバに入る時、ただユーザー名

を入力して、ホットキーを押して、指紋認証

を確認した後、登録を完了する。 
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パスワードバンクの機能 

操作方法 

1. マウスのカーソルをパスワードの入力欄

に移動させる時、本人確認画面がポップアウ

トする。（もし他のアカウント及びパスワー

ドを設定すれば、再び「キャンセル」ボタン

をクリックして、パスワードの設定を繰返し

て下さい）本人確認を行った後、自動的に保

存されたアカウント及びパスワードで登録

できます。 

 

 

 

2. もし、同じなサイトで２個以上のアカウ

ント（ID）及びパスワードデータが存在する

場合に、マウスのカーソルをパスワードの入

力欄に移動させるならば、パスワードリスク

がホップアップされて、ログインしたいアカ

ウント（ID）及びパスワードを選択した後、

認証確認を行う。 

 

 

 

注意 

システムは異なっているウェブのユーザー及びパスワードを認証できて、ウェブをを変える時、再びア

カウント及びパスワードを登録する可能性がある。 
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ファイル保護 

本章節は：ファイルの保護、保護の解除及び編集保護のファイルを含む。デスクトップあるいは書類のマネ

ージャーに関わらずの中で、あなたは全て書類の保護を行うことができる。（デスクトップに置かれるファイ

ルを例にすると説明する。） 

 

ファイルの暗号化 

ファイルを暗号化します。暗号化されたファイルは本人確認無しでは閲覧、編集、削除することができませ

ん。 

操作方法 

1.暗号化したいファイルを右クリックして、

メニューリストから[ファイルの暗号化]

を選択します 
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2. 本人確認を行うと、[ファイル保護管理]

画面が現れますので、[はじめる]をクリッ

クするとファイル暗号化が行われます。 

 

 

 

 

   

   

 

注意 

直接ファイルフォルダ内のファイルに対して、ファイルの保護或いは保護の解除を行うことができない。

唯、ファイルフォルダに右クリックして“ファイル保護＂或いは“ファイル保護の解除＂を選択しても

よいです。 
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ファイルの復号化 

暗号化されたファイルを復号化します。復号化することで、だれでもファイル閲覧、編集、削除をすること

ができます。 

操作方法 

既に暗号化されているファイルを右クリッ

クして、メニューリストから[ファイルの復

号化]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

  

   

本人確認画面が表示されますので、本人確認

後ファイルの復号化が完了します。 
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暗号化ファイルの編集 

操作方法 

1. 暗号化されたファイルをダブルクリックすると本人確認が始まります。本人確認後ファイルの編集を行う

ことができます。 

 

コンピューター保護 

コンピューター保護を使用することで、起動ログイン時、他の人にログインされる事態を防ぎます。コンピ

ューター保護にはログイン保護、コンピューターロック、スクリーンセーバー保護の 3種類があります。 

ログイン保護 

 

 

 

 

 

操作方法 

1. ユーザーが個人のコンピューターを使用

する時、必ず本人確認を行って於いてくだ

さい。指紋デバイスを使用してユーザー名

とパスワードを登録します。これにより、

起動ログイン時、本人確認を行うことでロ

グインできるようになります。  
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ロック保護 

ロック保護を使用すると、コンピューターから離れる時、他の人がコンピューターを利用できないようにコ

ンピューターをロックすることができます。 

操作方法 

1. Ctrl+Alt+Del を同時に押すと[コンピュータ

ー保護]が表示されますのでクリックする

とコンピューターがロックされ、他の人が

コンピュータを使用できないようになり

ます。 

 

 

2. 引き続きコンピューターを使用したい場

合は本人確認を行ってください。ロック

が解除されるとコンピューターが使用で

きます。 

以下はWindows® で使用される用語で

す。： 

ログイン：ユーザーが自身のアカウント

を使用します。 

シャットダウン：コンピューターの電源

を切ります。 

タスクマネージャー：現在コンピュータ

ー内で使用されているプログラムの監

視と中止処理を行います。 

 キャンセル：現在の処理を取り消す場合

や、処理をやめます。 

 

 

注意 

コンピューターの保護設定を行ってから、コンピューターを再起動することでセットアップが完了しま

す。 
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スクリーンセーバー保護 

スクリーンセーバー保護を使用すると、本人確認後ユーザーのコンピューターが勝手に使用されることを防

ぎます。 

スクリーンセーバー保護の設定 

操作方法 

1.  “コントロールパネル＂→＂画面＂

→＂スクリーンセーバー＂を選択します。

（ディスクトップ上で右クリックをし＂

プロパティ＂→＂スクリーンセーバー＂

を選択することもできます）そして、“パ

スワードによる保護＂を選択し、本人確認

設定を行います。 

 

 

 

スクリーンセーバー保護の機能 

操作方法 

1. スクリーンセーバー保護設定後、キーボ

ードやマウスを動かすと本人確認要求が

表示されます。本人確認後、スクリーンセ

ーバー保護が解除され、スクリーンセーバ

ー起動前の状態でコンピューターを使用

することができます。 
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アプリケーションの保護 

 

操作方法 

1. 先にアプリケーションの保護を設定して

ください（詳しくは取扱説明書の“アプ

リケーションの保護管理＂を参照してく

ださい）。保護されたアプリケーション

を実行する場合、本人認証を確認しない

と当該アプリケーションを実行できな

い。 
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保護ファイルの検索 

保護ファイル検索を使用すると、コンピューター内にある暗号化されたファイルを検索することができます。 

操作方法 

1.保護ファイル検索を使用するには以下の 2

種類の方法があります。 

a. “スタート＂→＂すべてのプログラム＂

→＂ Finger Application Suite＂→＂XXXX＂

→＂保護ファイル検索＂を選択し、保護フ

ァイル検索を実行します。 

b. タスクトレイのアイコン の上で左/右

クリックをし、保護ファイル検索を選択

し、保護ファイル検索を実行します。 

 

 

 

2.   保護ファイル検索の実行：まず、左側

のチェックボックスで検索するハードデ

ィスクを選択します。次に[検索]をクリッ

クすると暗号化ファイル検索を実行しま

す。（詳しくは“ファイル保護＂を参照し

て下さい） 
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3. 暗号化されたファイルリストが表示され

ます。削除したい場合は、該当ファイル名

を右クリックして[削除]を選択します。 

目的のファイルを開く場合はファイル名を

クリックして下さい。（本人確認が必要です）

再度検索を行う場合は、ハードディクを選択

して[検索]をクリックしてください。終了す

る場合は[終了]をクリックして下さい。 

 

 

 

 

   

 

タスクトレイ設定 

タスクトレイ設定を使用することで右下のタスクトレイに アイコン表示/非表示することができます。 

操作方法 

1. 以下の 3種類の方法で実行することができます。 

a. “スタート＂→＂すべてのプログラム＂→＂ Finger Application Suite＂→＂XXXX＂→“システム＂→＂タ

スクトレイに表示＂から実行します。 

b. タスクトレイのアイコン の上で左/右クリックし、システム→”タスクトレイに表示しない”の設定から

実行します。 

c. システム設定の一般設定から実行します。 

 

 

 

 

 

注意 

もし、タスクトレイを表示しない設定をしている場合、“スタート＂→＂すべてのプログラム＂→＂ 

Finger Application Suite＂→＂XXXX＂→＂システム＂→“タスクトレイに表示＂から変更することができ

ます。 
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使用上の注意及びQ&A 

1. なぜ、指紋登録に失敗する事があるのでしょうか？ 

答え：指紋登録時には入力毎に指紋の特徴を読み取ります。これらの指紋特徴は入力毎に算出されるもので、

より特徴を読み取る事ができた場合に登録が完了し、安全性が保たれます。 

2. 指紋認証により暗号化したファイルが削除される可能性はありますか？ 

答え：指紋により暗号化されたファイルは保護されているため、その内容は本人確認を経ない場合、閲覧・

編集・削除することはできません。 

3. 暗号化されたファイルが指紋認証で開く事ができないのはなぜでしょうか？ 

答え：この状況が発生した原因については、指紋登録したとき、はっきりとした指の特徴が読み取られてい

ないのか、または今ご利用する指紋データが使用できない状況かという二つの原因は指紋認証の結果に影響

される。したがって、登録時 2箇所以上の指紋を登録する事で、1本の認識が行えない場合も残りの指紋によ

り本人確認を行われる事をお勧めします。 

4. なぜ、拡張子は exe, ini, dll (*.exe, *.ini, *.dll)などのファイルが保護されませんか。 

答え：拡張子は exe, ini, dll (*.exe, *.ini, *.dll)などのファイルが保護されると、プログラムは正常に動作できま

せん。このような状態を避けるため、当プログラムがこんな種類のファイルに対する保護機能が制限されま

す。こんな種類のファイルを保護する場合、アプリケーション保護機能を行うことをお勧めします。 

5. ユーザーデータファイルにアクセスするとき、パスワードで本人確認ができないのは何

故でしょうか？ 

答え：ユーザーデータファイルには機密データが含まれているため、指紋認証されたときのみユーザーデー

タファイルにアクセスすることができます。これによって個人データはより確実に保護され、権限のないユ

ーザーからのアクセスを防止できます。 

 6. なぜあるファイルフォルダ（例えば：C:\Windows）のファイルは、ファイルの保護を行

うことができないの？ 

答え：このようなファイルフォルダ内のファイルは一般的にシステムファイルがある。もし、ファイル保護

で設定されたら、コンピューターをスタートさせないこと及び他のプログラムをうまく実行させないことを

をもたらすかもしれない。そのため、あなたはシステムのファイルフォルダ（例えば、C:\Windwos\）及びあ

らかじめインストールされたアプリケーションのファイルフォルダ（例えば、C:\Windwos\）内のファイルに

対してファイル保護を行うことができません。そのため、同じな原因に従い、そのルート・ディレクトリ自

身（(C:\及 D:\)もファイル保護を行ってはいけない。 

7. なぜスタートされたコンピュータの起動画面は、指のデータがもう登録されたことを提

示できない。？ 
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答え：当該ソフトウェアは多数のユーザーを支援するため、コンピュータがスタートされた指紋認証の登録

画面に提示できない。 

8. 何故バックアップされた使用者のデータを保存した後、登録した指紋の数量はファイル

フォルダ内より多いの？ 

答え：使用者が登録した指紋を変更する時に生むかもしれない問題を免れるため、使用者のバックアップし

たファイルを保存する時、本ソフトウェアは“付加＂の構造で指紋データの保存を行う。つまり、もし右手

の人差し指の指紋を登録するならば、バックアップしたファイルに右手の人差し指のデータがなくて、バッ

クアップしたファイルを保存した後、右手の人差し指の指紋を保留する。 

9. 何故英文の作業環境に、中国語名称のファイルフォルダ或いはファイルにマウスの右ボ

タンをクリックして、暗号化されたファイルを解除する機能のオプションを見ることがで

きないの？ 

答え：これは作業言語にかかる相容性の関係で、MicrosoftR Windows も同様な問題があって、そのため、よく

異なった言語の作業環境に行っていれば、ファイルフォルダ或いはファイルの名称を英文で命名するように

提案して、すぐこの種類の問題を解決することができる。 

 

当社製品をご利用いただきましてまことにありがとうございます。 


